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定
期
考
査
の
問
題
づ
く
り

　

中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
定
期
考
査
の
問
題
づ

く
り
は
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
生
徒
の
学

習
の
成
果
を
見
取
る
こ
と
は
、
同
時
に
自
分
の
指
導
の

成
果
と
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で

あ
る
。

　

観
点
別
評
価
の
導
入
な
ど
を
契
機
に
、
学
校
現
場
で

は
多
様
な
評
価
方
法
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
定

期
考
査
の
よ
う
な
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
評
価
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
古
く
か
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
、
と
も
す
れ
ば
事
実
的
な
知
識

の
評
価
に
偏
り
が
ち
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
よ
く
耳
に

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
問
題
作
成
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
成
果
を
広
く
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

問
題
づ
く
り
に
つ
い
て
、
評
価
と
い
う
視
点
か
ら
は
、

授
業
の
ね
ら
い
と
の
関
連
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
児

童
・
生
徒
の
力
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
問
題
で
あ
る
こ

と
、
児
童
・
生
徒
の
解
答
を
具
体
的
に
想
定
で
き
る
こ
と

な
ど
、
ま
た
、
構
成
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
小
問
の
構
成

が
適
切
で
あ
る
こ
と
、
解
答
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
児
童
・
生
徒
が
理
解
で
き
る
問
題

文
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
大
切
な
こ
と
は
多
々
挙
げ
ら
れ
る
。

編
集
会
議
な
ど
で
問
題
検
討
の
場
面
に
遭
遇
す
る
と
、
参

加
し
た
先
生
方
の
議
論
は
尽
き
ず
、
問
題
づ
く
り
の
奥
深

さ
を
改
め
て
実
感
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

教
員
が
問
題
づ
く
り
に
つ
い
て
深
く
学
ん
だ
り
協
議
し
た

り
す
る
場
は
意
外
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

学
校
用
教
材
は
各
社
の
創
意
工
夫
の
も
と
、
児
童
・

生
徒
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
凝
縮
さ

れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
は
、
若
い
教
員
の
問
題
づ

く
り
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
ま
ち
が

い
な
い
。
コ
ピ
ペ
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
良

問
と
の
出
会
い
は
問
題
づ
く
り
の
資
質
・
能
力
を
磨
く

契
機
と
な
る
。

　

今
後
も
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
、
そ
し
て
若
い
先
生

方
の
た
め
に
も
、
学
校
用
教
材
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
37
期
学
校
教
材
調
査
会
理
科
専
門
委
員

東
京
学
芸
大
学
先
端
教
育
人
材
育
成
推
進
機
構
教
授

宮
内
　
卓
也

①教材活用シリーズ　美術資料集のデジタル化

　　　　　　　　　「一人一台端末時代」の教育コンテンツ（Ｐ．６～７）

②都道府県協会の総会をふり返って（Ｐ．10 ～ 12）
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総
会
で
は
、
23
年
度
第
２
期
の
事
業
・
決
算
報
告
と

24
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

下
表
の
通
り
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
は
、
教
科
書
著
作
権
協
会
と
の

ル
ー
ル
改
定
周
知
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対
応
し
た
学
校
用

教
材
の
課
題
研
究
、
学
校
用
教
材
の
著
作
権
に
関
す
る

活
動
、
学
校
教
材
調
査
会
（
小
学
校
）
の
実
施
、
広
報

活
動
の
充
実
、
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
に
つ
い
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

○
小
・
中
学
部
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
も
開
催

　

総
会
前
に
、
新
年
度
第
１
回
小
・
中
学
部
会
、
出
版

社
代
表
者
会
議
を
開
き
、
日
図
協
役
員
体
制
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
な
お
、
小
・
中
学
部
会
の
正
副
部
会

長
を
次
の
通
り
選
出
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）
で
は
、
９
月

25
日
に
東
京
都
・
文
京
区
の
「
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
通
常
総
会
を
開
い
た
。
新
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
策
定
し
た
。

日
第
１
０
８
回
通
常
総
会
開
催

新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
決
定

新
年
度
役
員
を
選
任

一般社団法人日本図書教材協会

2024 ～ 2025 年度役員名簿
（敬称略）

役　名 氏　名 摘　要

会 長
（代表理事）

辻村 哲夫 元文部省初等中等教育局長

副 会 長
（理　　事）

二宮 　皓 広島大学名誉教授 ○

〃 森　 達也 株式会社教育同人社代表取締役社長

専務理事 渡部 竜士 事務局長 ○

理 　 事 堀田 龍也
東京学芸大学教職大学院教授

・学長特別補佐

〃 児玉　 紳 株式会社学宝社代表取締役社長 ○

〃 佐々木秀樹 株式会社秀学社代表取締役社長 ○

〃 藤田 毅志 株式会社新学社取締役副社長

〃 星沢 卓也 東京法令出版株式会社代表取締役社長 ○

監 　 事 清水 美憲 筑波大学人間系教授 ○

〃 浜島　拓央 株式会社浜島書店代表取締役社長 ○

※「〇」は新任

【
小
学
部
会
】

【
小
学
部
会
】

　

部

会

長
：
金
井
肇
正
進
社
社
長

　

副
部
会
長
：
河
野
晋
三
日
本
標
準
社
長

【
中
学
部
会
】

【
中
学
部
会
】

　

部

会

長
：
星
沢
卓
也
東
京
法
令
出
版
社
長

　

副
部
会
長
：
児
玉
紳
学
宝
社
社
長

　

藤
田
毅
志
新
学
社
副
社
長

　

金
井
肇
正
進
社
社
長

日本図書教材協会 総会
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
「
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
」
で
、
９
月
24
日
に
運
営
委
員
会
、
幹
事
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
、
理
事
会
、
第
18
回
通
常
総
会
を
、
翌

25
日
に
協
会
長
会
議
を
開
き
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針
を
決

定
し
た
。

全
通
常
総
会
、
理
事
会
、
協
会
長
会
議
等
を
開
催

役
員
改
選
、
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動
な
ど

２
０
２
４
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
９
項
目
を
承
認

○
事
業
・
決
算
報
告

　

２
０
２
３
年
度
は
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
開

催
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
１
件
、
鹿
児
島
県
協
会
１
件
）
、

教
材
士
研
修
制
度
・
基
礎
コ
ー
ス
講
座
の
運
用
、
会
員

向
け
説
明
会
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳
簿
保
存
法
、

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
の
文
科
省
の
取
組
）
、
販
売
管

理
シ
ス
テ
ム
「
全
販
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
と
運
用
、
対

外
宣
伝
活
動
（
文
科
省
「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」

で
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
に
よ
る
協
会
の
紹
介
及
び
Ｗ
ｅ

ｂ
配
信
で
の
校
正
体
験
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携
等
）
、

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
の
取
り
組
み
（
教
育

現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、
自
治
体
へ
働
き
か
け
て

い
く
た
め
の
宣
伝
物
の
作
成
、
自
治
体
等
に
よ
る
教
師

用
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
情
報
共
有
等
）
、
販
売
店

向
け
各
種
制
度
（
生
命
共
済
、
総
合
補
償
、
福
利
厚
生
）

の
実
施
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
協
会
事
業
へ
の
協
力
等
が

主
な
活
動
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
の
事
業
も
計
画
通
り
進

め
ら
れ
た
。

○
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
支
援

　

能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
支
援
活
動
と
し
て
、
販
売

店
、
出
版
社
か
ら
の
見
舞
金
の
送
付
や
出
版
社
に
よ
る

滅
失
教
材
の
無
償
提
供
、
全
国
災
害
復
興
支
援
制
度
の

全国図書教材協議会　総会
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認
定
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
石
川
県
協
会
・
石
野
一
樹
会
長
よ
り
、
全
図

協
及
び
出
版
社
か
ら
の
支
援
へ
の
お
礼
と
被
災
地
の

現
状
報
告
が
あ
っ
た
。

○
事
業
計
画
・
予
算

　

２
０
２
４
年
度
は
、
前
年
度
の
事
業
計
画
を
踏
襲
し

つ
つ
、
主
な
事
業
と
し
て
次
の
９
項
目
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
承
認
し
た
。

①
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
の
た

め
の
研
究
と
研
修

②
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

③
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

⑤
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全
販
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
と
改
善
、
加
入
促
進

⑥
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由
し
た

転
売
行
為
へ
の
対
策

⑦
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
へ
の
支
援

③
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加

⑨
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
踏
ま
え
た
各
種

取
り
組
み
の
推
進

○
役
員
改
選

　

全
図
協
発
足
か
ら
８
期
目
を
迎
え
、
全
図
協
役
員
の

改
選
を
行
っ
た
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

◇
幹
事
会

　

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
で
構
成
す
る
幹
事
会
で
は
、
各
事

業
の
進
捗
状
況
の
確
認
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
の

分
配
の
承
認
、
協
会
長
会
議
の
運
営
方
針
の
検
討
、
文

科
省
か
ら
の
事
務
連
絡
「
学
校
と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
や
り

取
り
の
慣
行
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
を
受
け
た
協
会
と

し
て
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

◇
第
３
回
理
事
会

　

２
０
２
３
年

度
第
３
回
理
事

会
で
は
、
総
会

決
議
事
項
の
事

前
承
認
の
ほ
か
、

次
回
理
事
会
等

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
承

認
し
た
。

◇
運
営
委
員
会

　

運
営
委
員
会

で
は
、
総
会
の

進
行
や
担
当
理

事
か
ら
の
主
な

事
業
の
報
告
内

容
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

◇
協
会
長
会
議

　

今
年
度
は
各

協
会
で
役
員
改

選
の
年
と
な
り
、

多
く
の
協
会
長

が
交
替
し
た
こ

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

理事会協会長会議（全体会）
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と
か
ら
、
「
教
材
の
採
択
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
～

教
育
委
員
会
と
の
関
わ
り

や
働
き
か
け
～
」
を
テ
ー

マ
に
分
科
会
を
開
催
し
た

ほ
か
、
事
務
局
よ
り
全
図

協
組
織
・
運
営
・
事
業
、

自
主
基
準
や
災
害
時
の
協

会
長
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

一般社団法人全国図書教材協議会

　2024 ～ 2025 年度役員名簿
（敬称略）

役　職 氏　名 摘　要

会　　長
（代表理事）

細谷 美明 元全日本中学校長会会長

副 会 長
（代表理事）

川上 忠男 東  海ブロック（静岡県協会会長）

〃 金井 　肇 株式会社正進社代表取締役社長

専務理事
（理　事）

渡部 竜士 兼事務局長

常任理事
（理　事）

狩野 正樹 北関東ブロック（群馬県協会会長）

〃 向畑 勇一 近  畿ブロック（大阪府小学協会会長）

〃 中井 　寛 九  州ブロック（長崎県協会会長）

〃 池上 佳嗣 株式会社五ツ木書房代表取締役社長

〃 則岡 秀卓 株式会社図書文化社代表取締役社長

〃 河野 晋三 株式会社日本標準代表取締役社長

理　　事 山城 晋一 北海道ブロック（北海道協会会長）

〃 其田 　繁 東  北ブロック（青森県協会会長）

〃 依田 　誠 南関東ブロック（東京都中学協会会長）

〃 清沢 伸之 北信越ブロック（富山県協会会長）

〃 松岡 　幹 中  国ブロック（岡山県協会会長）

〃 井上 哲也 四  国ブロック（徳島県協会会長）

〃 村上 洋平 青葉出版株式会社代表取締役社長

〃 児玉 　紳 株式会社学宝社代表取締役社長

〃 森 　達也 株式会社教育同人社代表取締役社長

〃 長谷川知彦 株式会社光文書院代表取締役社長

〃 佐々木秀樹 株式会社秀学社代表取締役社長

〃 藤田 毅志 株式会社新学社取締役副社長

〃 星沢 卓也 東京法令出版株式会社代表取締役社長

〃 浜島 拓央 株式会社浜島書店代表取締役社長

監　　事 宮台賢一郎 神奈川県中学図書教材協会会長

〃 水谷 泰三 株式会社文溪堂代表取締役社長

10
月
８
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻

田
吉
平
秀
学
社
営
業
統
括
部
長
）
で
は
、

２
０
２
４
年
度
第
１
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
各
都
道
府
県
協
会
総
会
の
報

告
や
み
ら
い
の
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
各

ブ
ロ
ッ
ク
と
の
意
見
交
換
会
、
全
中
目
安

箱
）
、
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
へ
の
要
望
事
項
、

学
校
用
教
材
の

採
用
促
進
の
た

め
の
活
動
、
災

害
時
の
滅
失
教

材
の
対
応
に
関

す
る
部
長
会
内

規
案
等
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

＊　

＊　

＊

中学校営業部長会

協会長会議（分科会）
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

１
．
は
じ
め
に

　　

学
校
教
育
に
お
け
る
各
教
科
の
指
導
で
は
、
教
科
書

に
加
え
多
く
の
教
科
で
副
読
本
、
解
説
書
、
資
料
集
、

学
習
帳
、
問
題
集
等
の
補
助
教
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
特
に
美
術
科
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
絵
画
の
表
現

課
題
で
あ
っ
て
も
学
校
や
地
域
に
よ
っ
て
描
く
対
象

や
画
材
、
制
作
に
使
用
す
る
材
料
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
そ
の
課
題
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
教
科
書
は

授
業
の
ね
ら
い
等
を
明
示
し
授
業
の
骨
格
と
な
る
が
、

そ
の
骨
格
に
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
授
業
が

で
き
る
よ
う
材
料
や
用
具
、
制
作
の
手
順
や
技
法
な
ど

具
体
的
な
肉
付
け
を
行
う
役
割
と
し
て
美
術
資
料
集

美
術
資
料
集
の
デ
ジ
タ
ル
化

「
一
人
一
台
端
末
時
代
」
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 173 回

の
活
用
が
有
効
と
な
る
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
令
和
３
年
度
の
時
点
で

全
国
の
公
立
学
校
に
お
け
る
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

整
備
率
は
平
均
値
で
１
０
９
・
２
％
と
な
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
目
標
と
し
た
一
人
一
台
を
上
回

る
端
末
の
配
備
が
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

伴
い
、学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
整
備
率
（
中
学
校
）

も
令
和
２
年
度
の
５
・
９
％
か
ら
、
令
和
３
年
度
41
・

５
％
、
令
和
４
年
度
99
・
８
％
へ
と
一
気
に
整
備
が
進

ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に

関
す
る
検
討
会
議
（
第
一
次
報
告
）
」
（
文
部
科
学
省

２
０
２
１
年
６
月
）
に
、
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
等
と
の
連

㈱秀学社

『デジタル版 美術資料』

携
の
在
り
方
」
と
し
て
「
学
習
指
導
要
領
の
内
容
で
適

切
に
構
成
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
、
教
科
書
の
内

容
を
よ
り
深
め
た
り
広
げ
た
り
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
連
携
さ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒

の
学
び
の
充
実
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
補
助
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

２
．
美
術
資
料
集
の
デ
ジ
タ
ル
化

　　

前
記
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
書
籍
の
『
美
術
資

料
』
を
ベ
ー
ス
に
デ
ジ
タ
ル
版
の
教
材
の
開
発
を

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
開
始
し
た
。

▲鉛筆で描くＴｏｐ画面

横
よこ

田
た

 学
まなぶ

（京都市立芸術大学名誉教授）

これまでに、京都市立芸術大学教員

（2002 ～ 2020 年）、京都府立学校教諭、

京都府教育庁指導部学校教育課指導主

事、高等学校学習指導要領解説作成協

力者（文部科学省）、評価規準研究開発

協力者（国立教育施策研究所）、中央教

育審議会教育課程部会芸術ワーキング

グループ委員などに携わる。
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

ト
の
❷
の
「
色
調
の
正
確
さ
」
に
関
し
て
は
書
籍
の
『
美

術
資
料
』
と
併
用
す
る
こ
と
で
担
保
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
活
用
の
教
育
効
果
及
び
開

発
の
際
に
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
活
動
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
、
実
際
に
授
業
で
活
用
し
て
い
る
先
生

方
を
対
象
に
情
報
収
集
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
へ
の
対
応

と
と
も
に
、
生
徒
の
興
味
関
心
や
理
解
を
よ
り
深
め
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
工
夫
改
善
の

視
点
な
ど
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

書
籍
の
資
料
集
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
、
先
行
研
究

な
ど
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
特
質
等
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
整
理
し
た
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

【
メ
リ
ッ
ト
】

①
物
理
的
な
ペ
ー
ジ
数
か
ら
の
開
放

②
表
示
画
面
の
ピ
ン
チ
ア
ウ
ト
操
作
に
よ
る
拡
大
表
示

③
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
別
画
面
）
で
図
版
や
写
真
な
ど
の

　

拡
大
表
示

④
文
章
の
読
み
上
げ

⑤
動
画
や
音
声
の
活
用

⑥
コ
ン
テ
ン
ツ
の
表
示
や
消
去
の
切
り
替
え

⑦
画
面
へ
の
書
き
込
み
、
書
き
込
み
の
消
去
や
表
示
の

　

切
り
替
え

⑧
画
面
（
ペ
ー
ジ
）
間
の
リ
ン
ク

⑨
教
材
外
部
の
情
報
と
の
リ
ン
ク

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

❶
掲
載
図
版
（
作
品
）
の
サ
イ
ズ
感
な
ど
実
感
の
欠
如

❷
表
示
色
が
使
用
す
る
機
種
や
個
体
差
に
よ
り
異
な
る

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
開
発
す
る
デ
ジ
タ
ル

教
材
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
、
各
機

能
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
場
面
及
び
学
習
の
視
点
か

ら
検
討
を
進
め
、
下
表
「
開
発
教
材
の
機
能
」
に
示
し

た
よ
う
に
教
材
で
実
現
し
て
い
る
。
な
お
、
教
材
の
開

発
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
既
存
の
ク
ラ
ウ
ド
型
マ
ル
チ

デ
バ
イ
ス
対
応
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
作
成
・
公
開
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
２
０
２
２
年
４
月
に
デ
ジ
タ
ル
版
『
美

術
資
料
』
と
し
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

　

な
お
、
現
時
点
で
は
、
「
④
文
章
の
読
み
上
げ
」
機

能
に
つ
い
て
は
活
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
デ
メ
リ
ッ

３
．
お
わ
り
に

　

 

　

今
後
多
く
の
先
生
方
に
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活

用
し
て
頂
く
た
め
に
は
、
教
材
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、

教
材
を
生
徒
の
学
び
に
繋
げ
る
た
め
の
教
授
方
略
が

必
要
不
可
欠
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た
実

践
研
究
を
進
め
、
授
業
の
な
か
で
何
時
ど
の
よ
う
に
こ

の
教
材
を
活
用
す
る
の
か
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

▲開発教材の機能

機　　能
想定される活用場面や学習 / タブレット活用の特質との関係

◎：教師の指導での活用、◇：生徒の活動

　　　　  動画

　　　　　再生

◎導入時に一斉指導で電子黒板などで示す

◇タブレットＰＣなどで動画を細部まで確認

◇制作途中などに、必要に応じて主体的に確認

⑤

　　　　　追加

　　　　　資料

◎まとめなどで学習を深める説明資料として活用

◇共同鑑賞などグループワークでの学習を深める資料

◇自由研究や発展的な学習、休業中の課題などの資料

①

②

③

　　　　 学びの

　　　　 しかけ

◎導入やまとめなど一斉指導で電子黒板などに示す

◇学習の復習や考査前の確認に活用

◇自由研究や発展的な学習、休業中の課題などの資料

①

⑥

　　　　 大きさ

　　　　 比　較

◇数字表記では実感しにくい作品の大きさを、身近なも

　のと比較（500 円硬貨、ペットボトル 500ml、自動販売機）

⑥

❶

　　　　 ワーク

　　　　 シート

◎授業のまとめや自宅学習の課題など

◇学習の復習や考査前の確認

◇自由研究や発展的な学習、休業中の課題など

①

⑨

　　　   360°

　　　　 ビュー

　　　　 外　部

　　　　 リンク

◎導入時に一斉指導で電子黒板などに説明資料として示

　し興味関心を促す

◇自由研究や発展的な学習、休業中の課題などの資料に

①

⑤

⑨

　　　  「ふせん」

　　　  貼り付け

　　　  「ふせん」

　　　  一覧表示

◎授業に必要なページに「ふせん」を貼らせ、授業の進

　行に応じて「ふせん」を貼ったページを目印にして指導

◇気付いたことを「ふせん」に書き込み貼り付ける

◇「ふせん」に書き込んだことを集め、学習のまとめの

　資料にしたり、グループワークの材料にしたりする

◇色分け機能を使い「ふせん」を整理

⑥

⑦

　　　  ペ 　ン

　　　  書き込み

◎ポイントになる部分を指示しアンダーラインなどの目

　印を付加

◇重要だと思う所を主体的に確認する手掛かりに活用

◇目印を付けた所をまとめやグループワークの学習で活用

⑥

⑦

　　　　 文　章

　　　　 コピー

◇学習支援アプリのレポートなどにページ内の文字情報

　をコピー＆ペーストして活用
⑨
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

支
部
会
活
動
の
報
告
や
図
書
教
材
の
希
望
販
売
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
。

11
月
に
予
定
し
て
い
る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
宮
崎
大
会
へ

の
協
力
を
要
請
。

◆
広
島
県
協
会
（
皿
田
弘
美
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
箱
田
博
司
氏

　

①
８
月
９
日
、
②
広
島
市
「
広
島
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
」
、
③
教
育
同
人
社
・
徳
重
弘
樹

取
締
役
。

　

会
員
や
社
員
の
研
鑽
並
び
に
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
、
見
本
回
収
の
徹
底
、

直
販
シ
ス
テ
ム
の
堅
持
と
理
解
な
ど
を
事
業
計
画
に
。

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
箱
田
博
司
氏
、
小
学
部

会
長
に
汲
田
匡
哉
氏
を
選
任
。

◆
熊
本
県
協
会
（
上
野
雅
嗣
会
長
）

　

業
界
発
展
の
た
め
の
活
動
、
支
部
組
織
の
強
化
な
ど

　

を
事
業
計
画
に

　

①
８
月
10
日
、
②
熊
本
市
「
熊
本
城
ホ
ー
ル
」
、
③

全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

図
書
教
材
業
界

の
発
展
の
た
め
の

事
業
活
動
、
支
部

組
織
の
強
化
、
全

図
協
事
業
へ
の
協

力
な
ど
を
事
業
計

画
に
盛
り
込
む
。

　

役
員
改
選
を
行

い
、
中
学
部
会
長

に
荒
木
隆
一
氏
を

選
任
。

◆
鹿
児
島
県
協
会
（
八
代
和
彦
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

①
８
月
３
日
、
②
鹿
児
島
市
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文

館
」
、
③
東
京
法
令
出
版
・
福
岡
隆
昭
九
州
支
社
長
。

　

教
師
用
書
の
公
費
負
担
へ
の
対
応
や
自
主
基
準
の

在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
支
部
会
の
強
化
や
従
業

員
も
含
め
た
会
員
の
研
修
を
事
業
計
画
に
。

◆
岩
手
県
協
会
（
熊
谷
佐
智
夫
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
、
情
報
交
換

　

①
８
月
７
日
、
②
盛
岡
市
「
つ
な
ぎ
温
泉　

ホ
テ
ル

紫
苑
」
。

　

小
学
校
の
評
価
教
材
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
宮
崎
県
協
会
（
森
誠
樹
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
７
日
、②
宮
崎
市
「
宮
崎
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
」。

［
①
開
催
月
日
、
②
開
催
場
所
、
③
出
版
社
（
代
表
）
と
事
務

局
な
ど
の
出
席
者
］

※　

７
～
９
月
に
開
催
さ
れ
た
各
都
道
府
県
協
会
の

総
会
の
様
子
を
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。
出

席
会
員
数
は
「
都
道
府
県
協
会
の
総
会
を
ふ
り

返
っ
て
（
10
～
12
ペ
ー
ジ
）
」
で
ま
と
め
て
報
告

し
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

都
道
府
県
協
会
総
会
報
告
【
３
】

熊本県協会
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
青
森
県
協
会
（
其
田
繁
会
長
）

　

早
期
代
金
支
払
い
文
書
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
８
月
17
日
、
②
弘
前
市
「
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
。

　

早
期
代
金
支
払
い
の
お
願
い
文
書
事
業
継
続
実
施

を
承
認
。
支
部
活
動
の
強
化
を
事
業
計
画
に
。

◆
福
岡
県
協
会
（
吉
原
賢
太
郎
会
長
）

　

総
会
後
に
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

①
８
月
17
日
、
②
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
、
③
全
図
協
・

宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
や
全
図
協
事
業
を
確
認
。

会
員
規
定
の
一
部
改
定
を
承
認
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
中
学
部
会
長
に
吉
清
浩
雅
氏
を

選
任
。

　

総
会
後
に
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
行
い
、
功
労

者
表
彰
式
と
宍
戸
事
務
局
次
長
に
よ
る
「
業
界
を
取
り

巻
く
現
状
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

◆
佐
賀
県
協
会
（
前
田
信
俊
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
柴
田
健
彦
氏

　

①
８
月
18
日
、
②
武
雄
市
「
ホ
テ
ル
春
慶
屋
」
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
に
つ
い
て
情
報

交
換
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
柴
田
健
彦
氏
、
小
学

部
会
長
に
木
原
英
年
氏
、
中
学
部
会
長
に
池
田
初
一
氏

を
選
任
。

◆
福
島
県
協
会
（
加
藤
裕
昭
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
阿
部
英
紀
氏

　

①
８
月
20
日
、
②
郡
山
市
「
磐
梯
熱
海
温
泉　

栄

楽
館
」
、
③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

来
年
度
以
降
、
社
会
貢
献
事
業
の
予
算
の
見
直
し
を

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

　

総
会
前
に
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
業
界
の
課
題
と

展
望
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
兼
中
学
部
会
長
に
阿
部

英
紀
氏
、
小
学
部
会
長
に
影
山
和
孝
氏
を
選
任
。

◆
富
山
県
協
会
（
清
沢
伸
之
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
20
日
、
②
富
山
市
「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や

ま
」
、
③
学
宝
社
・
高
橋
政
和
営
業
部
長
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
や
学
校
で
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
廃
止
の
動
向
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
兵
庫
県
協
会
（
浪
崎
真
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
喜
多
雅
吉
氏

　

①
８
月
22
日
、
②
姫
路
市
「
姫
路
商
工
会
議
所
」
、

③
学
宝
社
・
高
橋
政
和
営
業
部
長
。

　

小
・
中
学
部
会
を
開
催
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

や
学
校
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
使
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見

交
換
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
喜
多
雅
吉
氏
、
小
学

部
会
長
に
片
山
佳
則
氏
を
選
任
。

◆
宮
城
県
協
会
（
高
橋
充
会
長
）

　

協
会
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
23
日
、
②
宮
城
郡
「
松
島
温
泉　

ホ
テ
ル

海
風
土
」
、
③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

　

会
員
数
を
増
や
す
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
継
続
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
。

◆
北
海
道
協
会
（
三
橋
宣
由
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
山
城
晋
一
氏

　

総
会
後
に
創
立
七
十
周
年
を
祝
う
会
を
開
催

　

①
９
月
７
日
、
②
札
幌
市
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
」
、

③
教
育
同
人
社
・
徳
重
弘
樹
取
締
役
、
秀
学
社
・
辻
田

吉
平
営
業
統
括
部

長
、
全
図
協
・
細

谷
美
明
会
長
、
渡

部
竜
士
専
務
理
事
。

　

事
業
計
画
と
し

て
、
11
月
の
研
修

会
企
画
や
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
へ
の
参
加
な

ど
を
承
認
。

　

役
員
改
選
を
行

い
、
新
会
長
に
山

城
晋
一
氏
、
小
学
部
会
長
に
和
島
圭
吾
氏
を
選
任
。

　

総
会
後
に
は
、
創
立
七
十
周
年
を
祝
う
会
と
し
て
、

会
員
・
従
業
員
の
ほ
か
Ｏ
Ｂ
が
集
い
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
・

中
学
担
当
出
版
社
、
全
図
協
細
谷
会
長
、
渡
部
専
務
理

事
を
来
賓
に
招
き
、
協
会
運
営
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
や
祝
賀
会
を
催
し
た
。

　

　

＊

＊

＊

＊

＊
　

　

　

次
の
協
会
で
は
書
面
開
催
の
報
告
が
あ
り
、
事
業
計

画
・
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
和
歌
山
県
協
会
（
田
村
洋
一
会
長
）

▽
愛
媛
県
協
会
（
盛
重
浩
一
会
長
）
…
小
学
部
会
長

に
光
永
知
正
氏
を
選
任
。

北海道協会
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

今
年
の
各
協
会
の
通
常
総
会
は
、
７
月
20
日
の
東
京

都
（
小
学
）
を
皮
切
り
に
、
北
海
道
の
９
月
７
日
ま
で
、

沖
縄
県
を
除
く
49
協
会
で
開
か
れ
た
。

◆
47
協
会
で
通
常
開
催

　

通
常
開
催
は
47
協
会
で
、
活
発
な
協
議
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
和
歌
山
県
、
愛
媛
県
で
は
書
面
に
て
開

催
さ
れ
た
。

◆
出
版
社
・
事
務
局
よ
り
の
べ
44
名
が
出
席

　

各
協
会
の
総
会
に
出
版
社
と
全
図
協
事
務
局
か
ら

出
席
し
た
人
数
は
、
の
べ
44
名
に
達
す
る
。
昨
年
は
53

名
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
担
当
出
版
社
に
出
席
を
要
請
し
な
か
っ
た
の

は
18
協
会
。
な
お
、
事
務
局
か
ら
出
席
し
た
の
は
、
北

海
道
、
山
形
県
、
福
島
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
（
小
学
）、

東
京
都
中
学
、
静
岡
県
、
三
重
県
、
京
都
府
、
奈
良
県
、

岡
山
県
、
福
岡
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
の
14
協
会
で
あ
る
。

◆
総
会
で
の
主
な
協
議
事
項

　

各
協
会
で
は
こ
こ
数
年
来
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
る
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
動
向
な
ど
を
中

心
に
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
図
協
事
業
や
ブ
ロ
ッ

ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
の
取
り
組
み
の
周
知
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
、

教
師
用
書
の
取
り
扱
い
、
地
域
社
会
貢
献
事
業
の
実
施
、

2024 年度都道府県協会総会 出席状況一覧

協会名
会員数
（名）

委任含めた
出席者数
（名）

率
（％）

実質出席

者数（名）
率

（％）
協会名

会員数
（名）

委任含めた
出席者数
（名）

率
（％）

実質出席

者数（名）
率

（％）

北 海 道 38 38 100 19 50 滋　 　賀 13 12 92 7 54

青　 　森 25 22 88 9 36 京　 　都 22 22 100 16 73

岩　 　手 19 19 100 14 74 奈　　 良 11 11 100 9 82

秋　 　田 16 16 100 10 63 大 阪 小 38 37 97 21 55

山　 　形 20 20 100 18 90 大 阪 中 15 14 93 14 93

宮　 　城 12 12 100 9 75 和 歌 山 20 書面開催

福　　 島 21 20 95 18 86 兵　 　庫 61 59 97 30 49

茨　 　城 39 39 100 16 41 岡　 　山 24 23 96 14 58

栃　 　木 31 31 100 21 68 広　 　島 35 35 100 18 51

群　 　馬 29 29 100 21 72 鳥　 　取 10 9 90 8 80

埼　 　玉 57 57 100 34 60 島　 　根 18 18 100 11 61

千　 　葉 51 44 86 28 55 山　 　口 11 11 100 10 91

東　　 京 57 56 98 39 68 香　 　川 14 13 93 6 43

東 京 中 17 17 100 15 88 徳　 　島 13 11 85 7 54

神 奈 川 30 30 100 30 100 愛　 　媛 10 書面開催

神奈川中 13 12 92 8 62 高　 　知 9 9 100 9 100

山　 　梨 15 15 100 12 80 福 　　岡 57 57 100 32 56

静　　 岡 19 19 100 12 63 佐　 　賀 19 19 100 12 63

愛　　 知 50 50 100 47 94 長　 　崎 25 19 76 13 52

岐　 　阜 23 23 100 15 65 熊　 　本 47 40 85 24 51

三　　 重 18 17 94 14 78 大　 　分 23 18 78 14 61

長 　　野 21 21 100 8 38 宮　 　崎 21 21 100 18 86

新 　　潟 29 24 83 20 69 鹿 児 島 38 23 61 14 37

富 　　山 15 15 100 10 67 沖　 　縄 3 ―― ―― ―― ――

石 　　川 21 19 90 8 38
計 1,255 ――   ―― ――   ――

福　　 井 12 12 100 10 83

都
道
府
県
協
会
の

　
　
　

総
会
を
ふ
り
返
っ
て
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

研
修
会
企
画
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
業
へ
の
協
力
、
自
主
基

準
の
再
確
認
、
協
会
運
営
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
と
福
岡
県
で
は
総
会
後
に
協
会
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
功
労
者
へ
の
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

◆
講
演
会
・
研
修
会
は
９
協
会
、
一
泊
は
７
協
会

　

総
会
と
合
わ
せ
て
講
演
会
・
研
修
会
を
開
い
た
の
は

次
の
９
協
会
。

　

▽
山
形
県
…
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る

「
業
界
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
福
島
県

各都道府県協会の特徴ある活動　　　（10 月 15 日現在）

協会名 活動内容

北 海 道 
防犯ステッカー貼付事業実施 （道教委 ・ 道警後援） ｜読書感想文コンクール表彰へ

の参加｜教職員名簿への広告

青 森 小 ・ 中学校あて 「早期代金お支払いのお願い」 文書送付

岩 手

秋 田 『地販地消』 チラシと地元業者からの販売強化案内文配布

山 形

宮 城 防犯ステッカー貼付事業実施｜ 「教材フェスティバルｉｎ宮城」 の開催

福 島
防犯ステッカー貼付事業実施 （県警後援） ｜県交通遺児奨学基金及びいのちの電話

への寄付｜ 『地販地消』 チラシの配布

茨 城
地区活動の活性化のための 「地域会」 の開催｜青年部を中心とした 「いばらきの会」

の開催｜協会ホームページの運営

栃 木 若手社員親睦交流会の開催

群 馬 防犯ステッカー貼付事業実施｜懇親ソフトボール大会の開催｜県教育振興会への寄付

埼 玉

県協会ホームページの運営｜防犯ステッカー添付事業実施｜認定ＮＰＯ法人世界の子

どもにワクチンを日本委員会 （ＪＣＶ） の活動参加｜埼玉県ＰＴＡ連合会事業 「親子の

きずな　三行詩コンクール」 への埼玉県図書教材協会長賞の授与｜協会ホームページ

からの会員証発行システムの運用｜小規模対策支援事業の実施

千 葉

防犯ステッカー貼付事業実施｜県協会ホームページの運営｜学校初任研等への参画

｜懇親ボウリング大会の開催｜自主的な安全パトロールの実施｜懇親ゴルフコンペの

開催

東 京 防犯ステッカー貼付事業実施 （都と協力） ｜親睦ゴルフコンペの開催

東 京 中 出版社を交えての新年会の開催

神 奈 川 防犯ステッカー貼付事業実施

神奈川中

山 梨
防犯ステッカー貼付事業実施｜山梨みどり奨学会への寄付｜定期総会のほかに新年

総会を開催

静 岡 会員向け研修会の開催

愛 知
防犯ステッカー貼付事業実施｜ＮＰＯ法人を通じての世界の子どもたちへの文房具等

の物品提供事業｜青年の会活動

岐 阜 「県協会員活動」 の紹介と配布

三 重 ２年に一度、 社員を対象にした研修会の開催

長 野
会員向けメーリングリストの運用｜防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警後援）

｜代金早期支払い及び複写複製禁止文書の配布

新 潟 定期総会のほかに新年総会の開催

富 山 防犯ステッカー貼付事業実施 （県警後援）

石 川 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警と協力）

福 井 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警と協力） ｜協会員共通名札作成

滋 賀 滋賀県オリジナルＲｅＣｏ活動の実施

京 都

防犯ステッカー貼付事業実施｜京都府ＰＴＡ協議会主催 「親と子の三行詩カレンダー」

への京都府図書教材協会長賞の授与｜京都府ＰＴＡ協議会研究大会へのブース出展

｜協会員共通名札 （従業員も含めて） の作成、 配布

奈 良

大 阪 小 防犯ステッカー貼付事業実施｜図書教材展示会の開催

大 阪 中

青年部活動｜出版社協会員合同の新年会の実施｜協会員有志による年１回の親睦会

の実施｜協会主催による教科書改訂期の出版社合同商品説明会の実施｜防犯ステッ

カー貼付事業実施

和 歌 山

兵 庫

岡 山

広 島

防犯ステッカー貼付事業実施｜教師のタマゴ向けセミナーの開催｜ＩＣＴ情報化コーデ

ィネータ３級研修会の開催｜県協会要覧の作成｜ facebook を活用した県協会のホーム

ページと会員グループページの運営｜新学期情報交換会の開催｜若手社員交流会の

開催

鳥 取

島 根

山 口 「教材フェスティバルｉｎ山口」 の開催｜小規模校対策事業

香 川
防犯ステッカー貼付事業実施｜著作権啓発運動 （著作権Ｑ＆Ａパンフレット全校無料

配布 ・ 著作権講習会の開催等）

徳 島

愛 媛 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警後援）

高 知

福 岡
防犯ステッカー貼付事業実施｜経営研修会の開催｜日図協加盟在福出版社との意見

交換会｜著作権啓発運動 （コピー防止ポスター配布）

佐 賀

長 崎
日図協加盟中学出版社合同説明会の開催｜著作権啓発シールの見本への貼付運動

｜懇親ボウリング大会の開催

熊 本
防犯ステッカー貼付事業実施｜小 ・ 中学校あて 「早期集金のお願い」 文書送付｜協

会員共通の名札プレート着用

大 分

宮 崎 防犯ステッカー貼付事業実施

鹿 児 島 研修会 「未来にはばたけ」 の開催

沖 縄

…
全
図
協
・
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
業
界
の
課
題
と

展
望
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
埼
玉
県
…
日
向
会
長
及

び
全
図
協
・
坂
本
泰
祐
元
副
会
長
に
よ
る
販
売
店
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
自
主
基
準
）
に
関
す
る
講

演
会
、
▽
千
葉
県
…
上
杉
健
司
元
会
長
に
よ
る
『
協
会

「
七
十
年
」
を
振
り
返
る
』
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
静

岡
県
…
デ
ジ
タ
ル
教
材
対
策
研
修
会
、
▽
三
重
県
…
全

図
協
・
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
業
界
の
課
題
と
展
望
」

と
題
し
た
講
演
会
、
▽
京
都
府
…
全
図
協
・
渡
部
専
務

理
事
に
よ
る「
業
界
の
課
題
と
展
望
」と
題
し
た
講
演
会
、

▽
岡
山
県
…
東
海
大
学
・
朝
倉
徹
教
授
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ

時
代
の
教
育
と
教
材
：
生
成
Ａ
Ｉ
が
社
会
実
装
さ
れ
た

と
き
に
求
め
ら
れ
る
教
材
の
姿
と
は
？
」
と
題
し
た
講

演
会
、
▽
福
岡
県
…
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長

に
よ
る
「
業
界
を
取
り
巻
く
現
状
」
と
題
し
た
講
演
会
。

　

ま
た
、
総
会
の
前
後
に
懇
親
会
を
開
い
た
の
は
33
協

会
で
、
こ
の
う
ち
一
泊
懇
親
会
は
７
協
会
（
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
石
川
県
、
佐
賀
県
、
長

崎
県
）
で
あ
っ
た
。

◆
会
長
交
代
は
14
協
会

　

今
年
は
役
員
改
選
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
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　 ❀  お知らせ  ❀

協会ＨＰ　https://nit.or.jp

「会員の方へ」≪パスワード ➠ kagura6 ≫

第225･226号で詳しくご紹介しています。

＜お問い合せ先＞

一般社団法人全国図書教材協議会・事務局

（TEL 03-3267-1041）までお願いします。

　日本図書教材協会で運用している、全図

協・会員販売店向けのＷｅｂ発注システム

「図書教材ネット」が無償でご利用いただ

けます。

　お申し込みは、随時受け付けております

ので、ご希望の方は、協会ホームページ内

の右メニュー「会員の方へ」（要パスワード）

よりお申し込みください。

▼「図書教材ネット」と連動して、発注デー
タを自動取り込み

▼複雑な売上・入金処理も簡単に管理

▼納品書や請求書、売上明細などを一瞬で
作成

全図協　販売管理システム全図協　販売管理システム

　

秋
の
訪
れ
を
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る

季
節
に
な
る
と
と
も
に
、
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
２
カ
月
と
な
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
２
０
２
４
年
が
過
ぎ
去
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
早
い
で
す
が
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
元

日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
販
売
店
に
も
大
き
な

被
害
が
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
業
界
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
２
期
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進

む
な
か
、
改
め
て
協
会
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

定
着
、
向
上
の
た
め
に
、
学
校
用
教
材
の
価
値
・
役
割

を
文
科
省
を
は
じ
め
各
方
面
に
発
信
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
業
界
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
協
会

と
し
て
発
信
し
続
け
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｓ
）

編集
後記

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<
代
表
者
変
更>

　

広
島
県･

･
･

㈲
き
の
し
た
（
安
芸
郡
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
木
下
芳
記

　

広
島
県･

･
･

㈲
上
田
書
店
（
広
島
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
上
田
健
太
郎

☆
退
会
社
☆

　

滋
賀
県･

･
･

㈱
泰
山
堂
（
米
原
市
）

協
会
で
役
員
交
替
が
あ
っ
た
。
新
会
長
が
就
任
し
た
の

は
、
北
海
道
、
秋
田
県
、
福
島
県
、
山
梨
県
、
三
重
県
、

長
野
県
、
福
井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
県
、
兵

庫
県
、
広
島
県
、
島
根
県
、
佐
賀
県
の
14
協
会
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
埼
玉
県
で
は
会
長
（
有
識
者
）
は
留
任
し
て

い
る
が
、
代
表
理
事
（
副
会
長
）
の
交
替
が
あ
っ
た
。

【
各
都
道
府
県
協
会
の
特
徴
あ
る
活
動
に
つ
い
て
】

◎
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
会
員
間
の
親
睦
事
業
を

◎
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
会
員
間
の
親
睦
事
業
を

行
っ
て
い
る
主
な
協
会

行
っ
て
い
る
主
な
協
会

　

▽
茨
城
県
…
「
地
域
会
」
の
開
催
や
青
年
部
の
活
動
、

▽
群
馬
県
…
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
▽
千
葉
県
…

懇
親
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
千
葉
の
教
育
を
語
る
会
及
び

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
▽
東
京
都
（
小
学
）
…
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
、
▽
東
京
都
中
学
…
出
版
社
と
の
合
同
新
年

会
、
▽
静
岡
県
…
会
員
向
け
研
修
会
、
▽
愛
知
県
…
青

年
の
会
活
動
、
▽
三
重
県
…
社
員
向
け
研
修
会
、
▽
大

阪
府
中
学
…
出
版
社
と
の
合
同
新
年
会
や
青
年
部
の

活
動
、
▽
広
島
県
…
若
手
社
員
交
流
会
、
▽
福
岡
県
…

経
営
研
修
会
、
▽
長
崎
県
…
懇
親
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。

◎
対
外
宣
伝
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
教
委
な
ど
、

◎
対
外
宣
伝
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
教
委
な
ど
、

関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
主
な
協
会

関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
主
な
協
会

　

▽
北
海
道
…
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
へ
の

参
加
、
▽
福
島
県
…
県
交
通
遺
児
奨
学
基
金
及
び
い
の

ち
の
電
話
へ
の
寄
付
、
▽
群
馬
県
…
県
教
育
振
興
会
へ

の
寄
付
、
▽
埼
玉
県
…
Ｊ
Ｃ
Ｖ
へ
の
支
援
や
埼
玉
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
事
業
と
の
連
携
、
▽
山
梨
県
…
山
梨
み
ど

り
奨
学
会
へ
の
寄
付
、
▽
愛
知
県
…
世
界
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
文
房
具
等
の
物
品
提
供
、
▽
京
都
府
…
京
都
府

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
の
連
携
、
▽
広
島
県
…
教
師
の
タ
マ

ゴ
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
▽
山
口
県
…
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
▽
香
川
県
…
著
作
権
啓
発
運
動
、
▽
福
岡
県
…
著

作
権
啓
発
運
動
、
▽
長
崎
県
…
著
作
権
啓
発
シ
ー
ル
の

見
本
へ
の
貼
付
運
動
。


